
平成 26 年 1 月の実習報告
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●期間：平成 26年 1月 27日～31日 永福図書館

●学校：都立中央ろう学校 高等部 1年生 2 名

●感想：

○おもしろいと思った作業は配架です。本を元の場所に戻すと同時に、色々な

情報を得ることができました！

難しいと思った作業はハンコを押すことです。初めはミスなど沢山あったが、

慣れてくるとだんだん楽しくなりますよ！

○面白いと思ったのは配架。

色々な題名を知る事ができ、読んでみたいという意欲に駆られたからです。

難しく感じたのは書架。

集中力を高めて、順番をそろえなくてはならないので、集中力の足りない私に

とっては、難しい作業でした。

●質問！「杉並の図書館について、どう思いますか？」：

○実習前は、正直言ってつまらないところだと思ったが、今はもう、つまらな

いという思いはなくなり、たくさんの本があり、どれも自由に読めるのでお

もしろい！と思った！

なので本が好きな人には本当にオススメの場所です。

○人々が読みたい時に気軽に寄れるのは図書館だけです。

永福図書館におとずれる人々はくつろいでいるように見えました。「この人た

ちにとって、ここは落ちつける所なのだな」と思いました。

それまでは、静かで、司書(？)も厳しいと思っていたのですが、予想と違って、

優しい人ばかりで、とても助けられました。

●おすすめの本：



○「海はゴミ箱じゃない！」（岩波ジュニア新書）眞
しん

淳平/著 岩波書店

僕は美しい海が大好きだ。でも人々は、海にゴミを捨て続けている。この

ため、美しい海が消えてしまうかもしれない。もし、人々がゴミを捨てるの

をやめれば、東京湾は美しい海になるのも夢じゃない。だから僕は皆がこの

本を読んで海にゴミを捨てない努力をしてもらいたい。

○「シュバルツ・ヘルツ 黒い心臓」桑原水
みず

菜
な

/著 集英社

クリスマスイブに心臓移植を受けることになった奏。だが、移植される心

臓をはこんでくるヘリコプターが何者かによって墜落。果たして心臓は？

奏の人生は？ 墜落させた犯人の目的とは？ 色々な人と闘う奏を応援し

たくなります。もし自分だったら、どうするのか……と考えさせられる本で

ある。
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●期間：平成 26年 1月 27日～31日 宮前図書館

●学校：都立中央ろう学校 高等部 1年生 2 名

●感想：

○貸出口で、お客さんが借りたい本を貸しだすだけのイメージだったが、大変

な作業であることを知りました。

●質問！「杉並の図書館について、どう思いますか？」：

○図書館が未来の可能性を秘めた知識を持っていることを知り、図書館での自

分の仕事が未来を変えるかもしれないと考えるようになりました。

●おすすめの本：

○「犬たちがくれた音 聴導犬誕生物語」高橋うらら／著 金の星社

「ベートーベン 運命は扉をたたく」ひのまどか／著 リブリオ出版
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●期間：平成 26年 1月 27日～31日 高井戸図書館

●学校：都立中央ろう学校 高等部 1年生 3 名

●感想：

○楽しかったことは、予約の本を探すこと。

大変だったことは、３つのブックトラックに振り分けること。

正直言って、とても大変だった。特にブッカーかけと３つのブックトラックに

分けることなど、覚えることが多くて大変だった。

○楽しかったことは、普段興味がなかったジャンルの本に出会えたこと。「読ん

でみたい」と思える本が増えたこと。

大変だったことは、パソコンを使う作業が多く、操作がわからなくなった時

があった。

職場体験を通して、以前から興味があった司書の仕事の内容を知り、体験でき

て将来のことをより具体的に考えるきっかけになった。

○楽しかったことは、配架・中身確認・配架場所ごとに振り分けること。

大変だったことは、ブッカーかけ全部。

図書館にはあまり行かないので、仕事内容がわからなかった。実際は地味な作

業もあり、この地味な作業が図書館というものを成り立たせていると思った。

●質問！「杉並の図書館について、どう思いますか？」：

○きれいに分類されていて見やすかった。

○広くて清潔で蔵書も多く、毎日通ってもあきないくらい、魅力的な図書館だ

った。

○こんなに本があるとは思わなかった。

●おすすめの本：

○「クドリャフカの順番」米澤穂
ほ

信
のぶ

／著 角川書店

この本は登場人物の個性が強くて面白いです。この本の世界に入った気分

になれます。



○「球形の季節」恩田陸／著 新潮社

登場人物たちがふとした瞬間に考えることが、深い共感を呼び起こす作品

です。今、学生の人も、昔学生だった人も楽しめます。

○「真実の一球 怪物・江川卓はなぜ史上最高とよばれるのか」

松井優史
ゆうり

／著 竹書房

野球に興味がある人や野球好きには読んでほしいです。昔もこういう人が

いたんだなと視野を広げてくれればいいかなと思っています。


